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冨
究
発
表
薯
三

北
海
道
に
お
け
る
日
本
ナ
ザ
レ
ソ
教
団

の
教
会
　
建
築
に
つ
い
て

t
礼
拝
二
二
と
固
定
席
の
床
面
債
．
的
考
察
1

一
　
は
じ
め
に

千

政
文

　
本
稿
で
の
教
会
の
建
築
面
械
に
つ
い
て
ほ
牧
師
館
を
含
め
な
い

建
築
床
内
積
を
基
準
に
し
て
い
る
が
、
牧
師
館
で
あ
っ
て
も
教
会

と
の
共
用
部
分
の
場
へ
口
は
画
積
に
含
ん
で
扱
う
。

　
今
掴
は
教
会
建
｝
築
と
教
派
の
閃
係
に
つ
い
て
特
徴
を
み
い
だ
す

た
め
に
、
目
本
ナ
ザ
レ
ン
教
団
と
ゾ
て
の
他
の
ゾ
群
テ
ス
タ
ン
ト
教

会
を
比
較
し
な
が
ら
、
又
「
固
定
席
（
欝
徒
収
容
人
数
）
に
対
す

る
礼
拝
室
の
割
含
」
を
中
心
に
し
、
”
本
ナ
ザ
レ
ン
教
団
へ
以

下
ナ
ザ
レ
ン
と
略
）
の
特
徴
を
漸
ノ
・
え
る
。

　
研
究
方
法
は
北
海
道
に
現
存
す
る
二
卜
八
棟
の
教
会
を
実
灘
調

査
し
、
教
会
建
築
の
床
面
積
．
を
明
確
に
し
て
、
信
徒
贈
な
ど
の
構

成
饗
素
を
む
明
ら
か
に
し
た
、
各
種
の
デ
ー
タ
を
表
！
に
ま
と
め
、

考
察
を
行
う
。

二
　
道
内
に
お
け
る
調
査
対
象
教
会
の
現
状
（
二
十
八
教
会
）

〈
二
十
八
教
会
の
固
定
席
数
と
礼
拝
室
床
面
積
の
割
合
〉

　
固
定
席
数
と
礼
拝
室
床
面
積
の
割
合
を
二
十
八
棟
の
教
会
建
築

か
ら
見
る
と
、
九
卜
九
席
以
下
の
教
会
で
は
∵
暦
あ
た
り
て
．
m
以

し
で
あ
る
の
に
対
し
、
　
一
〇
〇
席
以
上
二
九
九
席
以
下
で
は
二
席

あ
た
り
一
㎡
以
下
と
な
っ
た
（
注
！
）
。

　
す
な
わ
ち
、
固
定
席
数
に
対
す
る
礼
拝
室
床
諏
積
の
割
台
は
、

一
〇
〇
席
…
で
一
席
…
当
り
一
㎡
に
近
く
な
り
、
こ
の
富
ダ
か
ら
コ
○

○
席
以
h
か
以
下
か
を
基
準
に
一
席
あ
た
り
一
，
拠
以
上
か
以
下
」

に
分
か
れ
る
と
考
え
ら
れ
、
固
定
席
に
対
す
る
糺
拝
室
床
商
工
の

割
含
は
礪
定
席
数
と
の
膨
満
渕
係
が
み
ら
れ
る
。

〈
四
教
派
の
床
面
積
、
固
定
席
〉

　
弘
均
等
商
積
を
ナ
ザ
レ
γ
と
、
摂
本
墓
督
教
会
、
目
本
基
督
教

団
、
目
本
聖
公
会
（
以
下
h
本
を
略
）
を
比
較
検
討
す
る
と
、
教

会
延
床
瞬
積
が
大
き
い
順
に
基
督
教
会
、
墓
督
教
団
、
聖
公
会
、

ナ
ザ
レ
ン
と
な
っ
た
。

　
固
定
庸
数
に
対
す
る
礼
拝
室
の
割
含
、
す
な
わ
ち
一
席
に
紺
し

て
礼
拝
室
床
離
離
が
何
㎡
の
現
状
か
を
見
て
み
る
と
、
大
き
い
願
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に
聖
公
会
、
ナ
ザ
レ
ア
、
基
督
教
会
、
基
督
教
団
の
順
に
な
り
、

基
奮
教
団
（
十
醸
）
の
よ
う
に
調
査
対
象
教
会
数
の
多
い
教
派
で

は
固
定
席
に
た
い
す
る
礼
拝
室
床
一
等
、
は
○
、
八
四
。
．
m
か
ら
「
、
〇

三
㎡
ま
で
と
差
が
で
て
い
る
。

〈
四
教
派
の
床
面
積
・
固
定
席
の
関
係
（
ナ
ザ
レ
ン
を
申
心
と
し

　
て
）
〉

　
教
会
延
床
”
照
積
、
礼
拝
室
床
朗
積
．
、
集
会
雲
出
、
講
壇
床
面
績
、

嗣
定
席
数
な
ど
の
割
育
に
つ
い
て
教
派
別
に
、
そ
の
結
果
を
く
も

の
す
状
の
グ
ラ
フ
（
グ
ラ
フ
ー
一
）
に
し
、
ナ
ザ
レ
γ
と
飽
の
教

派
（
基
督
教
翻
・
艦
督
教
会
・
墾
公
会
）
を
比
較
し
て
み
る
と
、

ナ
ザ
レ
ソ
で
は
識
…
壇
．
の
繊
肉
｛
櫨
が
狭
く
、
延
床
露
積
に
対
し
て
詫

拝
雲
議
床
．
商
甜
慎
が
争
く
、
　
こ
の
事
に
よ
っ
て
い
び
つ
な
グ
ラ
フ
と
な

っ
て
い
る
。

　
す
な
わ
ち
、
識
者
壇
．
一
床
ド
翻
什
摂
、
と
礼
拝
索
漁
床
ド
韻
積
の
…
渕
係
に
特
…
徴
が

あ
る
事
が
わ
か
る
。

　
以
」
の
事
か
ら
調
査
対
舶
．
卵
教
会
は
、
固
定
席
数
に
よ
っ
て
礼
拝

室
床
諏
秋
が
異
な
っ
て
お
り
、
教
派
に
よ
る
違
い
に
お
い
て
、
固

定
席
数
に
対
す
る
礼
拝
室
床
痴
積
の
割
合
が
、
図
一
1
よ
り
ナ
ザ

レ
ソ
で
一
、
蕪
○
㎡
と
な
り
、
二
十
八
煉
の
教
会
の
．
平
均
（
一
、
二

八
㎡
）
に
近
く
、
そ
し
て
ナ
ザ
レ
ソ
と
の
制
含
が
最
も
違
っ
て
い

た
の
は
目
・
本
聖
公
会
の
．
、
八
四
㎡
で
あ
っ
た
。

㎡

憎
愛
＼
会
0
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嚢
7
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三

道
内
に
お
け
る
日
ホ

ナ
ザ
レ
ン
教
団
の
教

会
建
築
に
つ
い
て

〈
教
団
及
び
道
内
教
会
の

　
沿
革
〉

　
ナ
ザ
レ
ン
教
会
は
一
八

九
五
年
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
米
園
門

メ
ソ
ジ
ス
ト
監
督
教
会
よ

り
分
離
し
た
B
・
F
・
ブ
リ

ー
ジ
…
、
J
・
8
・
ウ
ッ
ド

ニ
ー
両
氏
を
中
心
に
一
三

五
名
の
創
立
会
口
口
を
も
つ

（図一壷）北海道におけ樹≡i本ナザレン教会三面）

旭川教会　　　 室蘭教会
．ご灘ご翌二一「　　ff、一一誠輔硬

　
　
ヨ

門
端

鷹
野

雪

｝髄tl’SrLttlrr罰日輪蹴IMiMl

爵隠勢

講

札幌教会

畿

・鱒

ｸ。
　ソ　　　L
「［〕　　　1澱
驚コ　一i∫こ：瀦伸
i驚　　　　　ヒ
1畑　廉　謄幽完’
．費ほ＝ゴ』鷺雪
にヨ　　　　　
i翼礼拝室甦．

ほあ　ぼロほ　　じ　　やゆ　　　り　コね　　ロ　　　び　　　じロ　

匿影
響鍵

患
． ・t“’秩g　，4／，

rcfp・

璽ゴ

降ij
・
i

奪唱∫

て
ナ
ザ
レ
ン
教
会
が
結
成
さ
れ
た
。

　
旧
本
で
の
ナ
ザ
レ
ン
教
会
は
一
九
〇
五
年
（
明
治
三
十
八
年
）

「
キ
リ
ス
ト
の
ホ
ー
リ
ネ
ス
教
会
」
所
偶
の
ミ
ス
・
ウ
ィ
リ
ア
ム

師
、
ミ
ス
・
プ
ー
ル
師
が
伝
道
の
た
め
来
重
し
、
二
年
の
菜
京
伝

道
の
の
ち
、
京
都
に
移
り
伝
道
を
開
始
し
た
。

　
一
九
〇
八
年
（
明
治
四
十
一
年
）
「
キ
リ
ス
ト
の
ホ
ー
リ
ネ
ス
教

弟子屈教会　札
　　　　　　　　しれ

上芦別教会

l
t

　　　　，1［

轟一
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会
」
が
ナ
ザ
レ
ン
教
会
と
合
同
し
た
こ
と
に
よ
り
、
直
木
に
お
け

る
最
初
の
ナ
ザ
レ
ン
教
会
の
動
き
と
な
り
、
　
一
九
一
〇
年
（
明
治

　
、
　
、
　
シ
晶
ノ
ル
ト
賓
教
師
に
よ
っ
て
京
都
で
伝
道
が
開
始

さ
れ
、
一
九
二
四
（
火
正
十
二
年
）
年
京
都
で
日
木
本
部
会
を
維

織
す
る
至
っ
た
。

　
そ
の
後
、
一
九
四
一
年
（
昭
和
十
六
年
）
日
木
基
督
教
団
に
加

入
、
　
一
九
四
七
年
・
（
昭
和
一
∵
t
二
年
）
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
エ
コ
ー
ル

氏
を
総
理
と
し
て
発
足
し
、
現
在
の
本
都
は
東
京
都
口
黒
区
に

あ
る
。

　
北
海
道
の
H
本
ナ
ザ
レ
ン
教
団
は
、
昭
和
一
…
十
五
年
頃
に
札
幌

宙
で
伝
道
が
開
始
さ
れ
、
教
会
と
同
時
に
会
堂
が
建
築
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
上
芦
別
、
弟
子
屈
、
旭
川
、
室
一
閲
の
各
教
会
の
順
に

教
会
が
建
築
さ
れ
、
旭
掛
教
会
に
お
い
て
は
昭
和
凱
十
三
年
に
最

初
の
会
堂
を
建
て
、
そ
の
後
昭
和
五
霞
八
年
に
建
替
え
て
現
在
に

至
る
。
〈
教
会
建
築
の
現
状
〉

　
道
内
に
お
け
る
ナ
ザ
レ
ン
は
五
教
会
あ
り
、
分
布
状
況
は
室
蘭

市
、
札
幌
帯
、
芦
別
市
、
旭
川
市
、
弟
子
屈
陀
に
一
教
会
ず
つ
現

存
し
て
い
る
。

　
ナ
ザ
レ
ン
に
お
け
る
教
会
建
築
の
平
爾
形
態
の
現
状
で
特
徴
の

あ
る
教
会
を
次
に
示
す
（
図
一
1
）
。

　
室
蘭
の
教
会
で
は
別
棚
に
教
会
学
校
な
ど
の
集
会
室
が
あ
り
、

札
幌
教
会
だ
け
が
教
会
に
幼
稚
園
が
付
寵
し
て
お
り
、
牧
師
館
が

教
会
か
ら
離
れ
て
い
る
が
、
他
の
四
教
会
で
は
牧
師
館
が
教
会
の

建
築
物
内
に
あ
る
た
め
、
教
会
と
牧
師
館
を
共
州
で
挾
回
し
て
い

る
部
屋
も
あ
ツ
4
9
。

〈
ナ
ザ
レ
ソ
の
床
面
黙
槙
、
瞬
｛
疋
｛
席
と
礼
拝
露
誰
の
規
繊
ハ
V

　
教
会
延
床
蒲
積
の
広
い
願
に

　
・
札
幌
、
旭
川
、
室
蘭
、
弟
子
属
、
上
芦
別
の
各
教
会

　
礼
拝
室
床
面
積
の
広
い
瀕
に

　
・
旭
川
、
札
幌
、
上
芦
別
、
弟
∴
す
屈
、
室
蘭
…
の
各
教
会

　
碍
定
席
数
の
多
い
順
に

　
・
札
幌
、
旭
川
・
弟
子
川
・
上
芦
別
、
室
蘭
の
各
教
会

　
集
会
室
床
面
積
の
広
い
頗
に

　
・
札
幌
、
旭
川
、
室
蘭
、
弟
子
属
、
王
芦
別
の
各
教
会

　
以
上
の
現
状
と
な
っ
た
が
、
教
会
延
床
画
積
が
最
も
広
い
の
が

札
幌
教
会
で
あ
る
の
に
対
し
、
礼
拝
室
床
海
積
で
は
旭
川
教
会
と

な
る
な
ど
、
各
教
会
に
よ
っ
て
床
面
積
や
固
定
席
数
の
割
合
が
ま

ち
ま
ち
で
あ
る
。

　
こ
の
理
由
は
、
い
ず
れ
の
教
会
も
教
会
会
負
数
の
増
減
に
影
響

さ
れ
、
建
築
後
に
増
改
築
が
な
さ
れ
た
た
め
と
考
え
る
。
ま
た
、

建
築
当
時
か
ら
現
在
ま
で
の
、
甫
や
町
の
人
購
の
変
化
（
例
、
芦
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別
市
の
人
口
で
は
六
万
五
千
か
ら
二
万
五
千
入
減
少
）
も
、

数
の
面
か
ら
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

四
　
礼
拝
室
に
お
け
る
ナ
ザ
レ
ン
教
会
の
形
態
的
特
徴

会
員

　
以
上
の
事
か
ら
、
北
海
道
に
お
け
る
臼
本
ナ
ザ
レ
ン
教
団
の
教

会
建
築
の
特
徴
は
、
他
の
教
派
（
墓
督
教
団
∴
恭
督
教
会
・
聖
公

会
）
と
く
ら
べ
る
と
、

第
一
に
「
講
壇
床
画
積
が
他
の
教
派
よ
り
少
な
い
」

第
瓢
に
「
教
会
延
床
面
積
に
対
し
て
、
礼
拝
室
床
面
積
が
多
く
取

　
　
　
　
ら
れ
て
い
る
」

第
三
に
「
固
定
席
数
に
対
し
礼
拝
室
床
瀬
積
が
広
い
」

と
い
う
現
状
で
あ
．
つ
た
。

　
こ
れ
ら
の
第
一
の
理
由
と
し
て
は
、
講
壇
床
m
積
を
考
え
て
み

る
と
、
儀
式
中
心
か
説
教
中
心
か
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
と
慨
4
5
え

ら
れ
る
が
、
教
会
の
儀
式
的
要
素
（
洗
礼
水
槽
、
聖
餐
車
、
他
）

が
中
心
に
な
る
と
講
壇
に
儀
式
用
の
空
間
が
多
く
な
り
、
説
教
な

ど
が
中
心
で
儀
式
に
あ
ま
り
こ
だ
わ
ら
な
け
れ
ば
、
講
壇
は
説
教

す
る
者
の
空
間
だ
け
が
必
要
と
な
り
、
講
壇
部
分
の
床
面
積
は
狭

く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
事
か
ら
ナ
ザ
レ
ン
で
は
、
儀
式
中
心
と
匿
う
よ
り
も
、
説

教
が
中
心
で
あ
る
た
め
講
壇
部
分
の
床
面
積
が
少
な
い
と
考
え
ら

れ
る
。

　
第
二
、
三
の
理
由
と
し
て
、
収
容
人
数
が
少
な
い
た
め
、
集
会

室
や
そ
の
他
の
施
設
が
少
な
く
て
す
み
、
逆
に
一
人
に
対
す
る
パ

ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
は
反
比
例
的
に
多
く
必
要
と
な
る
事
は
一
般

的
な
傾
向
で
あ
る
が
、
む
し
ろ
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
；
ス
を
広
く
取

る
事
に
よ
り
、
礼
拝
室
を
多
口
的
に
使
川
し
、
礼
拝
室
を
集
会
の

場
な
ど
に
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

五
　
お
わ
り
に

　
今
回
は
、
北
海
道
に
現
存
す
る
二
卜
八
棟
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

教
会
か
ら
、
道
内
に
お
け
る
顕
本
ナ
ザ
レ
ン
教
団
の
教
会
建
築
の

特
徴
に
つ
い
て
甑
4
5
察
を
行
な
っ
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
日
本
ナ
ザ
レ
ン
教
団
の
全
国
的
な
傾
向
と
は
黒

い
切
れ
な
い
が
、
今
後
さ
ら
に
、
道
内
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会

の
調
査
を
進
め
、
よ
り
正
確
に
教
会
建
築
の
現
状
に
つ
い
て
研
究

を
行
な
い
、
全
園
的
な
傾
向
へ
と
発
展
さ
せ
る
。
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（！）

注

調
査
対
ん
象
教
会
の
中
に
、
九
十
七
庸
及
び
一
〇
八
席
の
激
会
建
築
が
、

各
｝
棟
つ
つ
あ
っ
た
が
統
計
処
理
上
特
異
鯛
と
な
り
、
こ
こ
で
は
除
外

し
た
。
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